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ご 挨 拶

平素より人間環境大学看護学部同窓会の活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝を申し上げます。 私は、人間環
境大学同窓会副会長の佐藤凜と申します。看護学部の1期生として 2018年に卒業いたしました。 
今年は、新型コロナウイルスの影響で我慢の1年となりました。日常生活はもちろんのこと、医療現場や地域保健
に携わっている皆様には特に大きな影響や変化があったと思います。このように大変な世の中ではありますが、1期
生の皆様は多くの経験、これまでにない体験を積み重ね、先輩として、また2期生の皆様は、各々の道の新人として
精一杯頑張っていることと存じます。
同窓会委員としましても今年は十分な活動ができない状況でした。その中で同窓会総会・ホームカミングデーを
WEBで開催することが決定し、慣れないなかでのオンライン開催は大変ではありましたが皆様のご協力・ご参加の
おかげで、無事に開催することができました。誠にありがとうございました。
同窓会はまだまだ歴史も浅く、役員数も少ないのですが、今年度は新役員の加入もあり、より良い同窓会となるよ
う活動を継続していきたいと思っております。人間環境大学看護学部同窓会の発展のために、皆様と大学が触れ合う
機会を持てるような活動を計画していきますので、引き続き同窓会活動へのご支援とご協力、ご鞭撻を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。 

会員の皆様へ

同窓生の皆様、それぞれの看護実践の現場において頑張っていらっしゃると拝察いたします。
さて、世界中で新型コロナウィルス感染症が拡大し、数年前とは異なる生活を強いられています。大学では遠隔授業が
導入され、演習などの一部の科目をのぞき、web講義をしています。医療現場においても物資不足、人材不足など多くの
困難な状況でしょう。人類の歴史は感染症との戦いでもあるといわれています。今後もwithコロナ、afterコロナという
キーワードは意識しなくてはいけない状況が続くことでしょう。皆さんが本学で修得された知識、技術そして看護観は誰
も奪うことができない財産です。フローレンスナイチンゲールの言葉に、“Live your life while you have it. Life is a 
splendid gift. There is nothing small in it. Far the greatest things grow by God’s law out of the smallest. But to 
live your life, you must discipline it.（あなたがそれを持っている間、あなたの人生を生きてください。人生は素晴らし
い贈り物です。人生にはなにもちっぽけなものはありません。神の律法によりもっとも小さいものからもっとも素晴らし
いものに成長します。でもあなたの人生を生きるためにはそれを訓練する必要があります）という言葉があります。
また、ナイチンゲールが友人に送った手紙に次のような言葉があります。” I never lose an opportunity of urging a 
practical beginning, however small, for it is wonderful how often in such matters the mustard-seed germinates 
and roots itself.（物事を始めるチャンスを、私は逃さない。たとえマスタードの種のように小さな始まりでも、芽を出
し、根を張ることがいくらでもある）。本学にはまだ皆さまが学ぶ場を用意しています。大学院やそのほか臨地実習指導
者講習会などです。同窓生の皆様にもこの言葉を送りたいと思います。

同窓生の皆様へ

同窓会副会長　佐藤 凜

人間環境大学看護学部　学部長　篠崎 惠美子

総 会 開 催 ホームカミングデー開催 大学祭への協賛

会 報 の 発 行 卒業生への記念品贈呈

同窓会活動内容に関する企画募集
  現 在 同 窓 会 で は 下 記 内 容 の 活 動 を し て い ま す 。

　同窓会を設立して２年が経ちました。今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、満足のいく活

動ができていない状況でした。このような状況だからこそ、同窓生同士の交流や大学との連携を深めるために、

幅広い活動が必要だと考えています。

　そこで、同窓生の皆様に、活動に関する企画を募集したいと思います。こんなことやってみたら在校生に

も役立つのでは？とか、こんなことをして大学との連携を図りたい、より質の高い看護を目指す者同士、オン

ラインで意見交換をしたい、などなど、多くのご意見、企画案を募集しています。

　連絡先は、gakuseika-obu@uhe.ac.jpです。皆様からの連絡を楽しみにお待ちしております。



私は脳神経外科・脳神経内科病棟で
勤務し、2年目になります。要領よく
動くことが苦手で、のんびり屋の私
が、学生時代は急性期病院で働くこと

など想像もしていませんでした。脳血管疾患の患者さんは重度
の麻痺や意識障害が出る方も多く、症状に応じた機能回復への
援助が求められます。患者さんの状態に応じた援助の提供はも
ちろんですが、退院後の生活を見据えて今できることは何かを
考え、個別に応じた援助は私たち看護師の共通の課題だと思い
ます。患者さんやご家族のニーズに対応した退院支援を行い、
一人でも多くの患者さんの役に立ちたいと考えています。
看護師としてはまだまだ未熟な上に、要領も悪く、思うよ

うに業務ができず落ち込んだり悔しい思いもたくさんします
が、そのような時、学生時代「患者さんのために何かしてあ
げたい」という思いを大事に、日々の看護に努めています。
看護は大変な仕事ですが、とてもやりがいのある素敵な仕事
だと思います。急性期病院という忙しい環境・現場だからこ
そ、患者さんたちに笑顔を届けられると信じ、毎日頑張って
います。
ホームカミングデーや同窓会会報を通して、皆さんの近況

も是非お聞かせください。会えるのを楽しみにしています。

刈谷豊田総合病院　脳神経外科・内科病棟

伊藤 優希さん

保健師コース同窓生の皆さんこんにちは！　皆さんは、保健師又は看
護師として多忙な毎日を過ごしておられることと思います。特に今年度
は新型コロナウイルス感染症の拡大防止への対応で、病院も行政機関も
この対策に追われたことと思います。第3期生（現4年生）も実習の延期
や変更がありましたが概ね順調で、現在は国試対策の真最中です。今後
の皆さんのご活躍に期待すると同時に、後輩を職場に迎えた際には、ど
うぞご指導をよろしくお願い致します。

人間環境大学看護学部地域看護学（公衆衛生看護学領域）

巽 あさみ、小島 修子

私は大学卒業後4月まで第三次救
急の病院で働いていました。現在は
産婦人科のクリニックで働いていま
す。以前の病院の業務は多忙であ

り、辛いと思う気持ちもありましたが、一方でやりがいを
感じることも多かったです。私が転職した理由は、学生時
代から母性看護学に興味があり助産師に憧れていたことか
ら、興味のある分野で働きたい、また環境の変化もあった
からです。現在は、病棟と外来の配属で、主な業務内容は
入院中の妊産婦、新生児のケアを行ったり、手術業務、不
妊治療の処置・支援を行っています。周産期医療では、妊
産婦の状態はローリスクからハイリスクへ移行することも
少なくなく、実際緊急帝王切開後に大病院へ搬送された
ケースを目の当たりにし、分娩は命懸けという言葉の意味
を実感しています。また、新生児や妊産婦の異常にいち早
く気付くための観察力や正常から逸脱した状態への対応に
は、日々の学習が必要です。仕事と勉強の両立は大変です
が、やりがいを感じる毎日を過ごしています。
今後は助産師学校に通い、高い実践能力や専門性を有す

る助産師の資格を取得したいと考えています。大変なこと
は覚悟していますがそのぶん、今後が楽しみです。

大府市内産婦人科クリニック

内海 ひかりさん

田原市役所 高齢福祉課 岩本
です。僕は田原市で行政保健師
として働いています。主な業務
内容は、医療介護連携推進のた

めの基盤づくりとして地域のデータ収集と分析、医
師会や福祉と協力をして事業を行ったり、地域包括
ケアシステムの構築として介護予防教室の運営や介
護保険制度の普及、啓発活動に携わっています。簡
単に言えば、会議をしたり、おじいちゃん、おばあ
ちゃんと一緒に運動しているかんじです。
仕事で大変なところは、結果がすぐに見えないこ
とです。人に直接ケアをしたり、短期間で評価が
得られたり、成果に現れることが少なくないた
め、自分が計画・実践している事業内容に不安を
感じることもあります。そういう時は、上司と相
談して体操教室や介護施設、病院といった現場に
出向き現場の人や市民と関わることで自分のやっ
ている事業の確認作業をしています。
看護師とは違った難しさがある仕事ですが、
自分の性にあっていると思うので日々頑張って
います。

田原市役所　高齢福祉課

岩本 光介さん

私は現在大同病院で脳神経外科の
看護師として働いています。脳神経
外科には脳血管障害や頭部外傷、脳
脊髄腫瘍などの患者さんが入院され

ます。脳神経系疾患の患者さんは、認知機能の低下や摂食嚥
下障害、麻痺、不随意運動の出現によって、日常生活に支障
きたすことが多く、状態に応じた看護ケアが必要になりま
す。患者さんの状態に応じた援助を実施するためには、高い
技術力を習得する必要があります。当院は質の高い看護ケア
の提供にむけて、段階的な教育プログラムが組まれており、
各プログラムの終了時に技術テストがあり合格は必須となり
ます。技術テストに合格することは、技術力を確かなものに
するだけでなく、患者さんに必要な援助や状態に合わせた援
助の提供に繋がります。確かな技術の習得は私の目標でもあ
ります。また確かな技術の習得には、現在おこなっている
日々の援助の積み重ねも重要であると考えています。常に挑
戦を続けている毎日ですが、時には業務に追われ、技術テス
トと業務の両立に苦戦することもあります。業務や医療・看
護の知識、技術においてわからないこともありますが、早く
独り立ちし、患者さんの命を預かる立場として責任ある行動
が出来るよう頑張りたいと思います。

社会医療法人宏潤会大同病院　脳神経外科病棟

原田 安理沙さん

卒業生の近況報告2020年同窓会総会・ホームカミングデー

同窓会誌に寄せて

ありがとう、卒業生の皆さん。
医療に従事されている皆さん、危険がともなう中、必死になって私たちの心と
身体を守ってくださり、本当にありがとう。
多くの方の命を守るだけでなく、私たちの「未来」を守ってくれていると思
います。皆さんは、私たちのヒーロー・ヒロインです。世界に再び日常が戻った
時、皆さんが必死に闘ってくれたことを私たちはきっと忘れないと思います。
たくさんの「命」と「未来」が救われていること、本当にありがとう。
自分のことも大事にしてくださいね、いつもありがとう。
いつもがんばってくれて感謝しています、ありがとう。
大切な人を守ってくれて、ありがとう。
私たちの「明日」を支えてくれて、ありがとう。

人間環境大学看護学部小児看護学（小児看護学領域）

深谷 久子

大学の横の小川でおぶちゃんと一緒

 

　2020年10月24日（土）第2回同窓会総会・ホームカミングデーが開催されました。今回は新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、初の試みとしてオンラインでの開催となり、企画から実施に至るまで多くの大学関係者の皆さんや専門業者
の皆さんのご協力のもとで、無事に終了することができました。
　同窓会総会では、役員はそれぞれ担当した役割の責任を果たすべく、運営事業の検討や会則の見直し、WEB開催での進行
表作成、進行原稿の準備など、これまでにない多くのタスクに奮闘しながら、同窓会運営報告や会計報告がなされました。
　ホームカミングデーでは、参加人数は少なかったのですが、1期生・2期生が笑顔で同じ時間を共有し、穏やかで、懐かし
い時間を過ごせたことは、最良であったと思います。このような素敵な時間をもてたのは、同窓会役員の皆さんの協力、役
員間の連携あってのことだと思います。
　今後も卒業生のみなさんが、気軽に、そして楽しめる場となるよう同窓会の活動を盛り上げていきたいと思いますので、
ご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願い申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　同窓会委員幹事ご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願い申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
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の提供にむけて、段階的な教育プログラムが組まれており、
各プログラムの終了時に技術テストがあり合格は必須となり
ます。技術テストに合格することは、技術力を確かなものに
するだけでなく、患者さんに必要な援助や状態に合わせた援
助の提供に繋がります。確かな技術の習得は私の目標でもあ
ります。また確かな技術の習得には、現在おこなっている
日々の援助の積み重ねも重要であると考えています。常に挑
戦を続けている毎日ですが、時には業務に追われ、技術テス
トと業務の両立に苦戦することもあります。業務や医療・看
護の知識、技術においてわからないこともありますが、早く
独り立ちし、患者さんの命を預かる立場として責任ある行動
が出来るよう頑張りたいと思います。

社会医療法人宏潤会大同病院　脳神経外科病棟

原田 安理沙さん

卒業生の近況報告2020年同窓会総会・ホームカミングデー

同窓会誌に寄せて

ありがとう、卒業生の皆さん。
医療に従事されている皆さん、危険がともなう中、必死になって私たちの心と
身体を守ってくださり、本当にありがとう。
多くの方の命を守るだけでなく、私たちの「未来」を守ってくれていると思
います。皆さんは、私たちのヒーロー・ヒロインです。世界に再び日常が戻った
時、皆さんが必死に闘ってくれたことを私たちはきっと忘れないと思います。
たくさんの「命」と「未来」が救われていること、本当にありがとう。
自分のことも大事にしてくださいね、いつもありがとう。
いつもがんばってくれて感謝しています、ありがとう。
大切な人を守ってくれて、ありがとう。
私たちの「明日」を支えてくれて、ありがとう。

人間環境大学看護学部小児看護学（小児看護学領域）

深谷 久子

大学の横の小川でおぶちゃんと一緒

 

　2020年10月24日（土）第2回同窓会総会・ホームカミングデーが開催されました。今回は新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、初の試みとしてオンラインでの開催となり、企画から実施に至るまで多くの大学関係者の皆さんや専門業者
の皆さんのご協力のもとで、無事に終了することができました。
　同窓会総会では、役員はそれぞれ担当した役割の責任を果たすべく、運営事業の検討や会則の見直し、WEB開催での進行
表作成、進行原稿の準備など、これまでにない多くのタスクに奮闘しながら、同窓会運営報告や会計報告がなされました。
　ホームカミングデーでは、参加人数は少なかったのですが、1期生・2期生が笑顔で同じ時間を共有し、穏やかで、懐かし
い時間を過ごせたことは、最良であったと思います。このような素敵な時間をもてたのは、同窓会役員の皆さんの協力、役
員間の連携あってのことだと思います。
　今後も卒業生のみなさんが、気軽に、そして楽しめる場となるよう同窓会の活動を盛り上げていきたいと思いますので、
ご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願い申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　同窓会委員幹事ご支援・ご協力の程、何卒よろしくお願い申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
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ご 挨 拶

平素より人間環境大学看護学部同窓会の活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝を申し上げます。 私は、人間環
境大学同窓会副会長の佐藤凜と申します。看護学部の1期生として 2018年に卒業いたしました。 
今年は、新型コロナウイルスの影響で我慢の1年となりました。日常生活はもちろんのこと、医療現場や地域保健
に携わっている皆様には特に大きな影響や変化があったと思います。このように大変な世の中ではありますが、1期
生の皆様は多くの経験、これまでにない体験を積み重ね、先輩として、また2期生の皆様は、各々の道の新人として
精一杯頑張っていることと存じます。
同窓会委員としましても今年は十分な活動ができない状況でした。その中で同窓会総会・ホームカミングデーを
WEBで開催することが決定し、慣れないなかでのオンライン開催は大変ではありましたが皆様のご協力・ご参加の
おかげで、無事に開催することができました。誠にありがとうございました。
同窓会はまだまだ歴史も浅く、役員数も少ないのですが、今年度は新役員の加入もあり、より良い同窓会となるよ
う活動を継続していきたいと思っております。人間環境大学看護学部同窓会の発展のために、皆様と大学が触れ合う
機会を持てるような活動を計画していきますので、引き続き同窓会活動へのご支援とご協力、ご鞭撻を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。 

会員の皆様へ

同窓生の皆様、それぞれの看護実践の現場において頑張っていらっしゃると拝察いたします。
さて、世界中で新型コロナウィルス感染症が拡大し、数年前とは異なる生活を強いられています。大学では遠隔授業が
導入され、演習などの一部の科目をのぞき、web講義をしています。医療現場においても物資不足、人材不足など多くの
困難な状況でしょう。人類の歴史は感染症との戦いでもあるといわれています。今後もwithコロナ、afterコロナという
キーワードは意識しなくてはいけない状況が続くことでしょう。皆さんが本学で修得された知識、技術そして看護観は誰
も奪うことができない財産です。フローレンスナイチンゲールの言葉に、“Live your life while you have it. Life is a 
splendid gift. There is nothing small in it. Far the greatest things grow by God’s law out of the smallest. But to 
live your life, you must discipline it.（あなたがそれを持っている間、あなたの人生を生きてください。人生は素晴らし
い贈り物です。人生にはなにもちっぽけなものはありません。神の律法によりもっとも小さいものからもっとも素晴らし
いものに成長します。でもあなたの人生を生きるためにはそれを訓練する必要があります）という言葉があります。
また、ナイチンゲールが友人に送った手紙に次のような言葉があります。” I never lose an opportunity of urging a 
practical beginning, however small, for it is wonderful how often in such matters the mustard-seed germinates 
and roots itself.（物事を始めるチャンスを、私は逃さない。たとえマスタードの種のように小さな始まりでも、芽を出
し、根を張ることがいくらでもある）。本学にはまだ皆さまが学ぶ場を用意しています。大学院やそのほか臨地実習指導
者講習会などです。同窓生の皆様にもこの言葉を送りたいと思います。

同窓生の皆様へ

同窓会副会長　佐藤 凜

人間環境大学看護学部　学部長　篠崎 惠美子

総 会 開 催 ホームカミングデー開催 大学祭への協賛

会 報 の 発 行 卒業生への記念品贈呈

同窓会活動内容に関する企画募集
  現 在 同 窓 会 で は 下 記 内 容 の 活 動 を し て い ま す 。

　同窓会を設立して２年が経ちました。今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、満足のいく活

動ができていない状況でした。このような状況だからこそ、同窓生同士の交流や大学との連携を深めるために、

幅広い活動が必要だと考えています。

　そこで、同窓生の皆様に、活動に関する企画を募集したいと思います。こんなことやってみたら在校生に

も役立つのでは？とか、こんなことをして大学との連携を図りたい、より質の高い看護を目指す者同士、オン

ラインで意見交換をしたい、などなど、多くのご意見、企画案を募集しています。

　連絡先は、gakuseika-obu@uhe.ac.jpです。皆様からの連絡を楽しみにお待ちしております。


